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― 1 ―国文論叢別冊（第 1号　2023年 9 月）

■
小
特
集
　
近
世
文
芸
の
作
者
の
〝
姿ポ

ー
ズ勢

〟
―
序
文
を
手
掛
か
り
と
し
て

小
特
集
に
寄
せ
て

有
　
澤
　
知
　
世

　

作
者
は
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

目
の
前
の
物
語
や
歌
が
、
個
人
に
せ
よ
複
数
の
人
物
に
せ
よ
、
誰
か
の
手

で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
作
品
を
創
り
出
し
た
身
体
を
持

つ
「
作
者
」
は
確
か
に
い
る
。
し
か
し
そ
の
「
作
者
」
と
、
署
名
や
自
序
に

よ
り
作
中
に
現
出
す
る
〈
作
者
〉
と
は
、
同
一
と
は
い
え
な
い
。

　

長
島
弘
明
が
、
作
品
ご
と
に
別
の
人
物
に
変
貌
し
な
り
す
ま
す
作
者
を
「
変

装
す
る
〈
作
者
〉」
と
し
た
上
で
、
様
々
な
号
を
使
い
分
け
た
秋
成
に
注
目

し
、「
も
ち
ろ
ん
ど
の
〈
作
者
〉
も
秋
成
の
分
身
で
あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
誤

解
し
が
ち
な
こ
と
だ
が
、
異
な
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
作
者
〉
の
総
和
が
秋
成

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）〈
変
装
〉
こ
そ
が
〈
作

者
〉
の
す
べ
て
で
あ
り
、
こ
の
〈
変
装
〉
が
解
か
れ
る
時
に
は
、〈
作
者
〉
も

作
品
世
界
も
同
時
に
消
滅
す
る
と
い
っ
て
よ
い（（
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
読

者
は
、
作
品
を
綴
っ
た
「
作
者
」
の
身
体
と
完
全
に
対
応
す
る
こ
と
の
な
い

〈
作
者
〉
像
を
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
〈
作
者
〉
像
が
示
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
作
品
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
の
で

あ
る
。
特
に
、
一
人
の
人
物
が
名
前
を
使
い
わ
け
な
が
ら
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
に
筆
を
染
め
る
近
世
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
位
相
は
複
雑
で
あ
る
。

作
者
は
、
雅
俗
に
わ
た
る
文
芸
、
営
為
の
中
に
自
身
の
作
品
を
位
置
づ
け
な

が
ら
、
そ
の
位
置
に
ふ
さ
わ
し
い
姿ポ
ー
ズ勢

を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
我
々
は
、

作
品
と
と
も
に
〈
作
者
〉
の
虚
構
性
に
つ
い
て
意
識
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

飯
倉
洋
一
が
「『
春
雨
物
語
』
の
虚
構
は
序
文
か
ら
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
お

り
、『
春
雨
物
語
』
各
篇
の
語
り
手
同
様
、
序
の
書
き
手
も
秋
成
に
よ
っ
て
設

定
さ
れ
た
虚
構
の
人
物
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
も
成
立
し
う
る（（
（

」
と
述
べ

た
よ
う
に
、〈
作
者
〉
の
ふ
る
ま
い
を
考
え
る
上
で
、
序
文
の
虚
構
性
は
重
要

な
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

神
戸
大
学
文
学
部
国
文
学
会
で
は
、
本
特
集
に
先
立
ち
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
近
世
俗
文
芸
の
作
者
の
〝
姿ポ
ー
ズ勢

〟
―
序
文
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
」（
二

〇
二
二
年
八
月
二
十
七
日
（
土
）、
於
神
戸
大
学
六
甲
台
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）
を
開
催
し
、
演
義
小
説
、
読
本
、

狂
詩
・
狂
文
、
草
双
紙
と
い
っ
た
俗
文
芸
の
序
文
を
切
り
口
に
し
た
、
五
名

の
登
壇
者
に
よ
る
報
告
を
行
い
、
作
者
の
姿
勢
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

本
特
集
で
は
、
登
壇
者
に
よ
る
小
論
文
に
、
日
本
漢
詩
文
に
つ
い
て
の
小

論
文
を
新
た
に
加
え
、
当
時
の
知
識
人
ら
に
お
け
る
雅
俗
観
や
作
者
の
虚
構



― 2 ―

性
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
に
検
討
す
る
。
な
お
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
議
論
が
俗
文
芸
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
今
回
新
た
に
儒
者
に
よ
る
漢
詩
文
に
つ
い
て
の
論
考
が
加
わ
っ
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
本
特
集
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
「
俗
」
を
除
き
、「
近
世
文
芸
の

作
者
の
〝
姿ポ
ー
ズ勢

〟」
と
改
め
た
。

　

各
執
筆
者
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
多
様
な
事
例
を
あ
げ
て
考
察
す
る
中

で
、
近
世
人
に
と
っ
て
の
古
典
意
識
の
在
り
方
が
共
通
の
話
題
と
し
て
提
示

さ
れ
、
近
世
文
芸
が
型
の
文
芸
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
序
文
を

論
じ
る
た
め
に
は
、
通
史
的
な
分
析
を
行
い
、
精
読
の
上
型
と
の
差
異
を
見

極
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
提
言
（
天
野
論
文
）
は
、
序
文
以
外
の

研
究
に
も
有
益
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
行
す
る
作
品
や
人
物
を
、
作
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
血
肉
と
し
、

創
作
物
の
中
で
寄
り
添
っ
た
り
逸
脱
し
た
り
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
重
要

な
論
点
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、
古
典
・
古
人
に
自
作
・
自
己
を
な
ぞ
ら
え

た
雅
俗
の
序
文
に
注
目
し
、
現
実
世
界
に
お
け
る
自
己
像
と
生
き
方
を
探
る

創
作
行
為
の
在
り
方
（
山
本
論
文
）、
先
達
に
倣
い
つ
つ
も
、
創
作
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
公
か
ら
私
へ
と
転
換
さ
せ
た
新
し
い
〝
姿
勢
〟（
丸
井
論
文
）、

型
を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
戯
れ
る
主
体
と
し
て
の
個
の
在
り
様
（
小
林
論
文
）

が
論
じ
ら
れ
た
。

　

本
特
集
が
問
題
と
す
る
作
者
と
〈
作
者
〉
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
実
体

と
完
全
に
は
重
な
ら
な
い
、
創
造
物
と
し
て
の
序
者
や
作
者
の
存
在
を
ふ
ま

え
た
上
で
の
作
品
読
解
が
示
さ
れ
（
飯
倉
論
文
）、
ま
た
、
作
者
の
実
態
か
ら

は
一
定
の
距
離
を
保
つ
〈
作
者
〉
の
存
在
に
よ
り
、
作
者
の
生
活
の
〈
実
〉

と
〈
虚
〉
を
確
立
さ
せ
る
意
義
が
論
じ
ら
れ
た
（
有
澤
論
文
）。

　

各
論
考
は
異
な
る
時
代
・
ジ
ャ
ン
ル
の
事
例
を
扱
い
な
が
ら
も
、
問
題
意

識
が
重
な
り
合
う
部
分
も
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
、
近
世
人
に
と
っ
て
の
執

筆
行
為
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
「
近
世
的
自
我
」
の

在
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
大
き
な
問
い
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

本
特
集
が
、
ジ
ャ
ン
ル
や
年
代
と
い
っ
た
近
世
文
学
研
究
上
の
枠
組
み
を

超
え
て
、〈
作
者
〉、
そ
し
て
創
作
と
い
う
営
為
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な

る
こ
と
を
願
う
。

注（
1
）	

長
島
弘
明
「
変
装
す
る
〈
作
者
〉
―
上
田
秋
成
の
小
説
を
例
と
し
て
」（
ハ

ル
オ
・
シ
ラ
ネ
・
鈴
木
登
美
・
小
峯
和
明
・
十
重
田
裕
一
編
『〈
作
者
〉
と
は

何
か
―
継
承
・
占
有
・
共
同
性
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）

（
2
）	

飯
倉
洋
一
「『
春
雨
物
語
』
序
文
考
」『
秋
成
考
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
五

年
）

（
あ
り
さ
わ　

と
も
よ
／
神
戸
大
学
講
師
）


